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20092009年年33月期月期第第22四半期の業績について四半期の業績について
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2009年3月第2四半期決算サマリー

経常利益は、-5.7億円（前年同期+18.8億円）

当期利益は、-11.5億円（前年同期+1.1億円）

運用資産残高（2008年9月末現在）
– SPARXグループ運用資産残高は、1兆578億円

• スパークス・アセット社（5,643億円）

• COSMO社（2,524億円）

• PMA社（2,410億円）

残高報酬は、60.9億円（前年同期比27.7%の減少）
– 残高報酬料率（ネットベース）は、0.84%（前年同期比0.01ポイントの増加）

成功報酬は、12.0億円（前年同期比73.0%の減少）
– 成功報酬付運用資産残高（AUM）比率は、64.8%（前年同期比0.4ポイントの減少）

（注） スパークス・アセット社は「スパークス・アセット・マネジメント株式会社及びSPARX International （Hong Kong） Limited」、

COSMO社は「Cosmo Investment Management Co., Ltd.」、PMA社は「PMA Capital Management Limited」を示す。
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第2四半期 連結決算ハイライト

1,087.41             -32.7%1,616.62      1,212.96TOPIX （期末）

338            +11.6%303              312（人）役職員数（期末）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（億円）

-1,152                  -113           3,213当期利益

-1,040                  -1,549           7,619営業利益

6,702             -48.3%     12,973         30,552営業収益

前年同期比第2四半期第2四半期 通期

-573                  -1,881           8,157経常利益

7,743             -32.2%11,424         22,933営業費用・一般管理費

12,368              -30.1%17,684 16,197運用資産残高（AUM）平残

20092009年年33月期月期20082008年年33月期月期

（注1） 上記表中の数字は、「前年同期比」を除き、単位未満を切り捨てで表示している。「前年同期比」は、四捨五入により小数点第1位まで表示している。
（注2） 「役職員数（期末）」は、各会社兼務の役職員調整後で非常勤役職員を含まない実人員数。
（注３） 役員を含まない従業員数は、297名（2008年9月末、第20期第2四半期 四半期報告書に記載）
（注４） 上記表中運用資産残高は、COSMO社およびPMA社の運用資産残高を含む。
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第2四半期 貸借対照表概要

-13.3%20,54423,703うち、のれん

+25.3%14,32511,431うち、現預金

-2,000-一年以内返済長期借入金

-16.7%10,00012,000長期借入金

-31.3%2,4983,635少数株主持分

-97.5%1074,300短期借入金

-49.5%13,22526,211うち、投資有価証券

42,220

-4,438
18,540
26,696

19,403

5,000

61,624

35,716
5,463

25,907

当第当第22四半期四半期
（百万円）

53,741

-2,602
18,875
25,604

28,952

5,000

82,694

51,956
10,446

30,737

前第前第22四半期四半期
（百万円）

-31.3%固定資産

-21.4%((純資産純資産の部の部 合計）合計）

-自己株式

-1.8%利益剰余金

+4.3%資本金・資本剰余金

-33.0%((負債の部負債の部 合計）合計）

0.0%社債

-25.5%((資産の部資産の部 合計）合計）

-47.7%うち、営業投資有価証券

-15.7%流動資産

前年同期比

（注） 上記表中の数字は、「前年同期比」を除き、単位未満を切り捨てで表示している。「前年同期比」は、四捨五入により小数点第1位まで表示している。
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運用資産残高の増減（2008年3月末～9月末）

（単位：億円）

（注1） 上記表中の数字は、単位未満を切り捨てで表示している。
（注2） 「運用・為替差損益等」には、2008年3月末と2008年9月末の換算レートによる差額分が含まれている。

（単位：億円）

事業主体別 2008年3月末 流入 流出 純流出入
運用･為替
差損益等

2008年9月末

スパークス・アセット社 7,159 357 -1,251 -894 -621 5,643

Cosmo社 2,928 1,338 -1,106 232 -636 2,524

PMA社 2,561 104 -284 -180 29 2,410

当社グループ全体 12,649 1,800 -2,642 -842 -1,228 10,578

スパークス・アセット社 2008年3月末 流入 流出 純流出入
運用･為替
差損益等

2008年9月末

日本株式ロング・ショート投資戦略 1,310 123 -194 -70 -11 1,228
日本株式バリュー･クリエーション投資戦略 744 0 -460 -460 -34 250
日本株式集中投資戦略 525 21 -47 -25 -79 421
ファンド･オブ･ファンズ投資戦略 701 38 -168 -129 3 575
日本株式一般投資戦略 2,431 30 -264 -233 -322 1,874
日本株式中小型投資戦略 1,345 142 -117 25 -160 1,209
日本株式未公開株式投資戦略 53 0 0 0 -6 46
その他 47 0 0 0 -9 37
合計 7,159 357 -1,251 -894 -621 5,643
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運用資産残高の増減（2008年3月末～9月末）

（注1） 上記表中の数字は、単位未満を切り捨てで表示している。
（注2） 「運用・為替差損益等」には、2008年3月末と2008年9月末の換算レートによる差額分が含まれている。

（単位：億円）

（単位：億円）

PMA社 2008年3月末 流入 流出 純流出入
運用･為替
差損益等

2008年9月末

アジア株式投資戦略 1,417 11 -112 -100 -236 1,079
アジア・欧州債券投資戦略 988 83 -143 -59 131 1,059
アジア・マクロ投資戦略 155 8 -28 -20 135 270
合計 2,561 104 -284 -180 29 2,410

COSMO社 2008年3月末 流入 流出 純流出入
運用･為替
差損益等

2008年9月末

韓国株式インデックス運用戦略 1,505 1,309 -1,019 289 -382 1,413
韓国株式一般投資戦略 742 17 -25 -7 -210 524
韓国株式ロング・ショート投資戦略 409 12 -61 -48 23 384
韓国株式集中投資戦略 142 0 0 0 -39 102
その他 128 0 0 0 -28 100
合計 2,928 1,338 -1,106 232 -636 2,524
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地域別運用資産残高の推移

（注1） 2005年2月：COSMO社買収
（注2） 2006年6月：PMA社買収
（注3） 2007年1月：ファンド・オブ・ファンズ投資戦略を香港へ移管
（注4） 使用数値は確報値
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営業収益内訳および成功報酬付AUM付帯比率

（注1） 上記表中の数字は「前年同期比」「残高報酬・料率（手数料控除後）（％）」と「成功報酬・対ＡＵＭ付帯比率（％）」を除き、単位未満を切り捨てで表示している。「前年同期比」につ
いては、四捨五入により小数点第1位まで表示している。 なお「残高報酬・料率（手数料控除後）（％）」と「成功報酬・対ＡＵＭ付帯比率（％）」の「前年同期比」は変化率ではなく、

単純な増減幅を表示している。
（注2） 残高報酬料率（ネット・ベース）＝（残高報酬 － 残高報酬に係る支払手数料）÷期中平均運用資産残高

第2四半期 通期 第2四半期 前年同期比
残高（億円） 5,402 3,607 2,718 -49.7%
比率（％） 50.4% 50.4% 48.2% -2.2
残高（億円） 3,338 2,553 2,190 -34.4%
比率（％） 85.4% 87.2% 86.8% +1.4
残高（億円） 2,317 1,922 1,948 -15.9%
比率（％） 100.0% 75.1% 80.9% -19.1
残高（億円） 11,058 8,082 6,857 -38.0%
比率（％） 65.2% 63.9% 64.8% -0.4

2008年3月期 2009年3月期
成功報酬付AUM比率

　スパークス・アセット社

　COSMO社

　PMA社

　　         合計

第2四半期 通期 第2四半期 前年同期比

残高報酬 (百万円) 8,432 15,745 6,096 -27.7%

料率（手数料控除後) (％) 0.83% 0.83% 0.84% +0.01

成功報酬 (百万円) 4,466 12,897 1,204 -73.0%

営業投資有価証券評価損益 - - -647 -

その他営業収益 （百万円） 74 1,909 47 -36.2%

営業収益　合計 (百万円) 12,973 30,552 6,702 -48.3%

営業収益内訳
2008年3月期 2009年3月期



© 2008 SPARX Group Co.,Ltd.

10

成功報酬の計算基準日の分布状況

（注1） 上記表中の「運用資産残高（2008年9月末） に占める割合」では、SPARXグループが運用する全てのファンド（「ファンド」とは、投資信託あるいは投資一任口座を指す。以
下同様）を、成功報酬の基準日および支払いが確定する月ごとに分類し、その上で、分類した残高がSPARXグループの2008年9月末の運用資産残高に占める割合をグラ

フ化した。その際、①複数の支払時期があるファンドについては、該当ファンドの残高を各支払月に分割計上、②成功報酬がついていないファンドは、運用資産残高の合計
から除外、という調整を行い、上記割合を算出している。③日本株式未公開株式投資戦略については、成功報酬を解約時に一括して支払うため、「その他」に分類している。
尚、上記の％表示は、四捨五入により小数点第1位まで表示している。

（注2） 上記の数字は、社内データによる概算値であり、正確性を保証するものではない。

運用資産残高（2008年9月末）に占める割合

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

4月 - 6月 7月 - 9月 10月 - 12月 1月 - 3月 その他

17.4％

33.2％

10.8％

35.8％

2.8％
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経費 内訳

1,386              -3.1%  1,430                2,772一般管理費のれん償却費

分類（単位は全て百万円）

7,743            -32.2%11,424              22,933営業費用・一般管理費 合計

633              -8.4%690                1,564一般管理費その他

533            -19.6%663                1,421一般管理費事務委託費

157              -7.1%196                   372一般管理費減価償却費

358             +0.1%358                   692一般管理費旅費交通費

3,005            -48.4%5,818              11,059一般管理費人件費

94            -17.8%115                   247営業費用委託計算費

前年同期比第2四半期第2四半期 通期

890            -45.6%1,637                3,558営業費用支払手数料

473           +29.5%

210           +20.2%

20092009年年33月期月期

365                   821

174                   422

20082008年年33月期月期

一般管理費不動産賃借料

営業費用その他

（注1） 上記表中の数字は、「前年同期比」を除き、単位未満を切り捨てで表示している。「前年同期比」は、四捨五入により小数点第1位まで表示している。
（注2） 上記表中の「人件費」には、派遣社員等に関する費用も含んでいる。
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基礎収益力

338312（人）役職員数（期末）

9,66510,197            （百万円）経常的経費

0.840.83（％）
残高報酬料率
（手数料控除後）

第2四半期（12ヶ月換算）通期

6733,216（百万円）基礎収益

10,33913,414（百万円）
残高報酬
（手数料控除後）

12,36816,197（億円）AUM平残

20092009年年33月期月期20082008年年33月期月期

残高報酬（手数料控除後）のみで確保できる経常的な利益は、どのくらいか？残高報酬（手数料控除後）のみで確保できる経常的な利益は、どのくらいか？

（注1） 上記表中数字は単位未満を切り捨て表示している。「残高報酬」は概算値として、残高報酬料率からの年換算値を表示している。
（注2） 「経常的経費」とは①支払手数料全額、②実績賞与（賞与引当金繰入含む）、③のれん償却費の合計を営業費用・一般管理費の合計から控除した費用の合計を指す。
（注3） 「役職員数（期末）」は、各会社兼務の役職員調整後で非常勤役職員を含まない実人員数。
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スパークス経営改革についてスパークス経営改革について
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経営改革による効果経営改革による効果

*1 販売会社等に対する手数料および役職員賞与を除く、販売費・一般管理費合計額

*2 役員報酬、従業員給与、希望退職者、外部委託費等の削減・見直し

*3 英国子会社、米国子会社、香港子会社を対象とし、PMA、Cosmoは含まない

0

70

80

90

100

-１０

-１１

１０２

７８

（単位：億円）

2008年3月期
ベースコスト*1

2010年3月期ベー

ス（推計）

海外子会社＊3
業務見直し効果

SPARX TOKYO＊2
におけるコスト削減

今後の環境変化に耐えうる状況にするためスリム化をさらに継続

-３
その他
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SPARXSPARXグループ成長戦略グループ成長戦略

スパークス
グループ株式会社

スパークス
グループ株式会社

SAMSAM SECSEC SCPSCP SIHKSIHK SIRSIR PMAPMA CosmoCosmo

SHCは、各子会社をそれぞれ自立した企業体としてモニタリング、評価していく。

AA BB ・・・・

日本株運用No1プ

レーヤー

ベストソリューション
プロバイダー

保有資産の
利益最大化

Funds of Funds 専
門会社

米国投信ビジネス アジアNo1ヘッジ

ファンド会社
アライアンスを視野

にさらに成長

個社ごとの事業最適を目指すとともに、グループとしてのシナジーを追求していく

M&Aや社内ベンチャー

モニタリング体制強化

イメージイメージ
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SPARXSPARXグループ経営戦略（選択と集中）グループ経営戦略（選択と集中）

同時に、事業のパフォーマンスを精査し”選択と集中”を進めていく

事業A

事業B 

事業C

事業D

事業E

事業G

事業H

経営

事業A

事業B 

事業C

事業D

事業E

事業G

事業H

経営

経営の視点から事業精査 不採算事業は撤退も視野

イメージイメージ

新規事業

撤退

撤退

撤退だけでなく新規事業に
関しても同時に検討
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経営改革・・・経営改革・・・ SAMSAM経営体制～運用体制経営体制～運用体制

経営と運用を明確に分離

CIOCIO

スパークスの投資哲学、時代を先見する投資仮説、投資仮説を具現化する商品開発スパークスの投資哲学、時代を先見する投資仮説、投資仮説を具現化する商品開発

Long ShortLong Short All CapAll Cap Large CapLarge Cap Mid SmallMid Small VMI/PEVMI/PE Global 
Market
Global 
Market

Macro ViewMacro View

Risk MonitoringRisk Monitoring

Research PlatformResearch Platform

QuantsQuants

CEOCEO
経営 運用
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1,037

1,167

1,297

1,427

1,557

1,687

1,817

1,947

2,077

Fund* (lhs)
TOPIX(lhs/rhs)

出所: Bloomberg, スパークス・アセット・マネジメント株式会社 (東京、日本)  2008年10月31日時点
注意: 2007年9月30日時点の社内的な見積もり計算に基づいたグロスフィーを2007年9月30日の数値に対する指数によりチャートで示しています。
過去の実績は今後の業績を示してはおりません。TOPIXは、参考目的としてのみ使われており、リスクまたはファンドの投資スタイルに応じたものではありません。
*: 上記は、スパークスのロングショートストラテジーの代表的な一ファンドです。
**:上記の実績値は、社内的な見積り数値に基づいています。
上記の一事例は、全てのロング・ショートストラテジーによるファンドのパフォーマンスが、同様の実績を示しているということを示唆するものではありません。

Oct ‘07 –
Oct ‘08

Jan ‘07 –
Sep ‘07

-46.36 %-3.83%TOPIX

-7.80%**-11.42 %Fund*

Performance

- Paribas shock and 
sub-prime crisis
- Illiquid small-cap positions 
Influenced performance 

- Keep loss control and adjustment to net exposures
- Avoid liquidity risk by lowering weights of small-cap stocks

- Focus on cluster weight 
management

(Point)

- Purchase ‘disaster’ puts

パフォーマンス改善のための取組一事例・・・パフォーマンス改善のための取組一事例・・・ LongLong--Short FundShort Fund -- eexample 1xample 1

新たな、ポートフォリオマネジメントにより、マーケットを劇的に上回るパフォーマンスを発揮した一事例

新しいPortfolio Management
フレームワークによる運用開始
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参考資料参考資料



© 2008 SPARX Group Co.,Ltd.

20

スパークス・アセット社 主要投資戦略 計測開始日来リターン

（コンポジット計測開始日～2008年9月末）（年率換算）

（注1） 上記表中の数字は、スパークス・アセット社で運用する主要な投資戦略のコンポジット・リターンを社内資料に基づいて作成した。表中の「参考インデックス」とは、相対比較のた
めに便宜的に採用した指標であり、顧客から要請されているベンチマークとは限らない。

（注2） リターン算出基準は次の通り。「日本株式一般」「日本株式中小型」「ロング・ショート（ドル建､Lev2）」「集中投資」については、修正ディーツ法・運用関連手数料控除前、「ロング・
ショート （円建､Lev1）」は基準価格法・運用手数料控除後、「VCI（ドル建）」は内部収益率・運用手数料控除前。また、上記数字は四捨五入により小数点第1位まで表示している。

（注3） 「TOPIX配当込（ドルヘッジ）」は1ヶ月為替フォワード・レートで完全にヘッジされた場合のドル建のリターンを計算している。
（出所） スパークス・グループ（株） （2008年9月末現在）

TOPIX配当込

（ドルヘッジ）
TOPIX配当込TOPIX配当込

TOPIX配当込

（ドルヘッジ）

ﾗｯｾﾙ野村日本株
ｽﾀｲﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ･ﾐｯ

ﾄﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｽﾓｰﾙ
TOPIX配当込参考ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

21.3%21.3%6.6%11.7%17.1%23.6%ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ・ﾘﾀｰﾝ
のﾎﾞﾗﾃｨﾘﾃｨ （年率）

99年7月 2003年2月2000年6月97年8月2000年1月97年5月計測開始日

-7.1％6.3％5.7％12.0％0.9％10.2％超過リターン

-1.4％

8.8％

日本株式
一般（合同口）

13.9％-1.7％-2.8％2.1％1.0％参考インデックス値

4.6％

日本株式
集中投資

14.1％

日本株式
ﾛﾝｸﾞ･ｼｮｰﾄ

（ﾄﾞﾙ建、Lev.2）

6.8％2.8％1.9％コンポジット

日本株式
ＶＣＩ

（ﾄﾞﾙ建）

日本株式
ﾛﾝｸﾞ･ｼｮｰﾄ

（円建、Lev.1）

日本株式
中小型

本ページにおける数値は、COSMO社およびPMA社 の数値を含んでいない。
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スパークス・アセット社 コンポジット算出に関する追記

1. 各コンポジットはSPARXグループのグループ会社（ただし、COSMO社、PMA社を除く）が運用するポートフォリオを対象としている。

2. 今回提示した各コンポジットの投資戦略の内容は以下の通りである。

コーポレート・ガバナンスの見地から日本株式に能動的に投資する投資戦略日本株式ＶＣＩ（ドル建）

少数銘柄の日本株式に集中的に投資する投資戦略日本株式集中投資

日本株に対するロング･ポジションとショートポジションの合計を純資産の1倍の範囲内として安定

した絶対リターンを追求するロング･ショート投資戦略
日本株式ロング･ショート

(円建、Lev1)

日本株に対するロング･ポジションとショートポジションの合計を純資産の2倍の範囲内として安定

した絶対リターンを追求するロング･ショート投資戦略
日本株式ロング･ショート

(ドル建、Lev2)

日本の中・小型株を主要投資対象とする投資戦略日本株式中小型

合同運用を行う、日本の全上場・公開銘柄を投資対象とするアクティブ投資戦略日本株式一般（合同口）

投資戦略の内容コンポジットの名称

3. リターンに関する追加情報（過去5年の年度別リターン）

-10.14%-18.71%48.94%3.13％53.23％日本株式集中投資

-11.31%-7.50%18.68%2.96％27.76％日本株式Ｌ/Ｓ（円建、 Lev1）

-3.74%

-11.86％

-14.57%

2007年3月期

-14.43%

-28.95%

-28.93%

2008年3月期

2.36％

13.26％

5.54％

2005年3月期

27.95%

44.34％

60.69%

2006年3月期

37.92％

70.25％

78.05％

2004年3月期

日本株式Ｌ/Ｓ（ﾄﾞﾙ建、Lev2）

日本株式中小型

日本株式一般（合同口）

本ページにおける数値は、COSMO社およびPMA社 の数値を含んでいない。



© 2008 SPARX Group Co.,Ltd.

22

この資料は、スパークス・グループ株式会社の株主および関心を有する方への情報提供のみを目的として作成したものであり、当社の株式またはその他の有価証券の取引を
勧誘する目的で提供されるものではありません。スパークス・グループ株式会社もその関連会社も、本資料に含まれた数値、情報、意見、その他の記述（これらは未監査のも
のです）の正確性、完全性、妥当性等を保証するものでなく、当該数値、情報、意見、その他の記述を使用した、またはこれら依拠したことに基づく損害、損失または結果につ
いてもなんら補償するものではありません。 過去の実績値は将来のパフォーマンスを示唆または保証するものではありません。この資料には、スパークス・グループ株式会社
（連結子会社を含む）の見通し、目標、計画、戦略などの将来に関する記述が含まれております。これらの将来に関する記述は、スパークス・グループ株式会社が現在入手して
いる情報に基づく判断および仮定に基づいており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に照らし、将来におけるス
パークス・グループ株式会社の実際の業績または展開と大きく異なる可能性があります。なお、上記の不確定性および変動可能性を有する要素は多数あります。 以上の不
確実性および変動要素全般に関する追加情報については、当社の有価証券報告書をご参照ください。ここに記載された内容は、資料作成時点のものであり、今後予告するこ
となしに変更されることもあります。この資料の著作権はスパークス・グループ株式会社に属し、その目的を問わず書面による承諾を得ることなく引用、複製、配布、送信するこ
とを禁じます。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社（スパークス・グループ株式会社の100％子会社）は、グローバル投資パフォーマンス基準(GIPS®)に準拠して本資料の関係部分を
作成し提示しています。準拠主体である会社はスパークス・アセット・マネジメント株式会社、SPARX Overseas Ltd.、SPARX Investment & Research, USA, Inc. 及び SPARX 
International (Hong Kong) Limitedで構成されます。スパークス・アセット・マネジメント株式会社は、日本において投資運用業、投資助言・代理業、第二種金融商品取引業等を

行う金融商品取引業者として登録されています。

スパークス・グループ株式会社

郵便番号141-0032
東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティー大崎イーストタワー16F

Tel: 03-5437-9700 (代)


